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況 調 査 を 公 表 し ， 学 校 教 育 現 場 に お け る LGBTQ （Lesbian,Gay,Bisexua l ,  
Transgender ,Quest ion ing ）の子 ども達 への支 援 が注 目 され始 めた．さらに，
2015（平成 27）年 4 月 30 日に，文部科学省は「性同一性障害に係る児童生
徒に対するきめ細やかな対応の実施などについて」を通知しました。  
このように， LGBTQ に関 する理 解 啓 発 は進 みつつあるが，わ が 国 で は
LGBTQ に関する先行研究は多くはなく，LGBTQ の子ども達への支援に焦
点をあてた学校ソーシャルワーク実践の研究も行われてはいない .  そこで，本研











 第 1 章では，わが国における LGBTQ の子ども達の先行研究の到達点を整理
している．また，先 行 する北 米 での先 行 研 究 を提 示 した．まず，わ が 国 の
LGBTQ に関する先行研究は多くはなく，主に 4 つの領域に分けること
ができる．第 1 に精神医学に関する領域，第 2 に心理的支援に関する領域，









研究が積極的になされている事を示した．   




とした．調査時期は平成 29 年 6 月～7 月である．本研究の趣旨および倫理上
の配慮を質問紙上に明記し，分析は SPSS 24.0 および SPSS Text Ana lyt ics を















第 3 章では，  20 代の LGBTQ の当事者が学齢時期にどのような支援への潜
在的ニーズを持っているかを質的に把握することを試みた．  調査は，12 名の当
事者を対象として，半構造化されたインタビューを採用した．対象者は，当事者
団体に所属する大学生とし，自らの小学校，中学校，高等学校時代を振り返っ
た経験からの回答を依頼した．調査時期は平成 29 年 7 月～11 月である．なお、
対象者にはインフォームドコンセントを行い，辞退する権利や守秘義務、説明責
任などを明確に伝えるなど，倫理的配慮を十分に行った．本調査では，当事者



















































図 2  学校教育現場において LGBTQ の子ども達を取り巻 くパワーの関係図  
 終章では，エンパワメント視点に基づく学校ソーシャルワーク実践モデルを構
想した．また，その実践者としてのスクールソーシャルワーカーの役割についても
検討した．表 1 は，わが国の文化的背景を考慮し，LGBTQ の子どもに対する学
校ソーシャルワーク実践を行うにあたり，スクールソーシャルワーカーが必要とする
技術をまとめたものである .   
 
 











表 2.エンパワメント視 点に基づく学校ソ ーシ ャルワーク実践モ デル  
本研究における社会的意義  




















































令和元（ 2019）年 12 月 10 日（火曜日）午後 6 時 00 分から午後 7 時 00
分まで久留米大学御井学舎 249 教室において開催された公開発表及び口頭
試問及び同日午後 7 時 00 分より開催された審査委員会により，寺田千栄
子氏の論文が博士（保健福祉学）の学位に値する研究であることを審査委
員会は全員一致により確認した．  
 
